
版
本
『
可
美
豫
能
真
起
』
考

細
杉
　
浦
　
克
　
己

　
　
　
　
要
　
旨

　
今
般
新
出
の
『
加
美
豫
能
真
起
』
は
日
本
書
紀
神
代
巻
上
下
の
版
本
で
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
頃
の
出
版
と
考
え
ら
れ
る
。
本
書
は
か
つ
て
『
無
刊
記

七
行
本
』
と
仮
に
呼
ん
で
い
た
［
本
と
同
版
と
思
し
く
、
大
本
な
が
ら
一
面
七
行
詰
め
と
し
て
、
宇
間
・
行
問
を
広
め
に
取
っ
て
い
る
と
い
う
特
色
が
あ

り
、
こ
れ
は
何
ら
か
の
書
き
込
み
を
意
図
し
た
体
裁
と
想
像
さ
れ
る
。

　
本
甲
で
は
本
書
の
書
誌
概
要
を
報
告
し
、
併
せ
て
本
書
と
流
布
本
で
あ
る
寛
文
九
年
版
本
の
本
文
・
訓
点
を
比
較
し
、
両
者
が
ご
く
近
し
い
関
係
に
あ

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
今
後
、
本
書
に
見
え
る
書
き
込
み
と
版
本
と
し
て
の
訓
読
の
記
述
の
関
係
を
考
え
、
加
点
行
為
と
注
釈
行
為
の
質
的
な
変
化
の
一

端
を
た
ど
る
資
料
と
し
た
い
。
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は
じ
め
に

　
　
　
　
ハ
ユ
　

　
本
紙
先
号
に
小
考
「
解
釈
は
訓
読
に
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
る
か
1

松
岡
雄
淵
『
神
代
紀
師
説
』
と
小
寺
清
先
『
校
正
日
本
書
紀
』
…
」
を
掲

載
し
て
い
た
だ
き
、
『
日
本
書
紀
』
に
お
い
て
漢
文
本
文
に
解
釈
説
を
加

え
る
行
為
と
、
訓
読
を
す
る
行
為
は
、
少
な
く
と
も
江
戸
時
代
後
期
頃
に

於
い
て
は
、
漢
文
本
文
に
対
す
る
立
場
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
お
そ
ら
く
、
訓
読
と
い
う
行
為
は
、
当
該
漢
文

放
送
大
学
研
究
年
報
　
第
二
〇
号
（
二
〇
〇
二
）
（
四
十
五
－
六
十
三
）
頁

q
O
瓢
諺
p
。
一
〇
鴨
筈
①
C
巳
く
霞
。
。
陣
け
賓
o
P
冨
≧
び
Z
O
』
O
（
卜
。
O
O
卜
。
）
薯
●
ホ
ー
①
ω

を
理
解
す
る
と
い
う
行
為
と
一
体
の
も
の
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
の
で
あ

ろ
う
が
、
後
に
は
、
い
っ
た
ん
訓
読
し
た
上
で
解
釈
す
る
、
と
い
う
よ
う

に
一
連
の
行
為
の
段
階
と
し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
跡

を
、
『
日
本
書
紀
』
の
加
点
本
類
、
注
釈
書
類
を
一
瞥
す
る
中
に
い
く
つ

か
見
い
だ
し
て
き
た
。
こ
の
こ
と
を
、
観
点
を
変
え
て
考
え
る
と
、
訓
読

と
い
う
行
為
は
当
該
の
漢
文
文
献
寄
り
の
立
場
で
、
解
釈
と
い
う
行
為
は

解
釈
者
自
身
の
立
場
で
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
結
果
と
し
て
現
れ
た
訓

点
と
解
釈
説
の
具
体
的
表
現
に
は
、
そ
の
こ
と
を
反
映
し
た
と
考
え
ら
れ

る
差
異
が
見
ら
れ
た
。

籾
放
送
大
学
助
教
授
（
人
間
の
探
究
）
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例
え
ば
、
訓
読
に
お
け
る
敬
語
表
現
は
、
加
点
者
の
本
文
に
対
す
る
立

場
を
最
も
端
的
に
反
映
し
た
も
の
と
言
え
る
が
、
そ
の
一
つ
か
ら
以
下
の

よ
う
な
例
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
神
代
巻
上
「
群
言
盟
約
章
」
で
は
、

登
場
す
る
天
照
大
神
と
三
菱
鳴
尊
に
つ
い
て
、
そ
の
発
話
に
先
立
つ
「
日
」

字
の
訓
読
と
し
て
、
天
照
大
神
に
つ
い
て
は
「
ノ
タ
マ
フ
」
と
す
る
も
の

が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
素
鼠
鳴
尊
に
つ
い
て
は
「
ノ
タ
マ
フ
」
と
す
る

も
の
の
他
、
「
マ
ウ
ス
」
あ
る
い
は
「
マ
ウ
シ
タ
マ
フ
」
と
す
る
も
の
が

あ
る
。
物
語
の
展
開
の
上
か
ら
言
え
ば
こ
こ
で
は
天
照
大
神
と
細
越
鳴
尊

は
明
ら
か
に
対
等
の
立
場
で
は
な
く
、
天
照
大
神
が
よ
り
高
い
位
置
に
置

い
て
描
か
れ
て
い
る
。
例
え
ば
同
章
本
伝
で
素
食
鳴
尊
の
行
動
に
つ
い
て

「
来
参
」
と
す
る
な
ど
、
本
文
上
の
表
現
に
も
こ
れ
は
表
れ
て
い
る
。
従
っ

て
、
「
日
」
字
に
つ
い
て
、
天
照
大
神
に
は
「
ノ
タ
マ
フ
」
、
素
菱
鳴
尊
は

「
マ
ウ
ス
」
或
い
は
「
マ
ウ
シ
タ
マ
フ
」
と
差
を
付
け
た
加
点
は
、
本
文

に
よ
り
近
い
立
場
か
ら
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
し
か
し
、
本
文
か
ら
離
れ
た
立
場
で
、
例
え
ば
一
神
道
家
の
立
場
で

こ
の
記
述
を
見
た
場
合
、
言
う
ま
で
も
な
く
天
照
大
神
も
素
菱
鳴
尊
も
神

で
あ
っ
て
、
崇
敬
の
対
象
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
立

場
に
立
て
ば
、
物
語
上
の
天
照
大
神
と
素
菱
摺
本
の
差
異
は
意
味
を
持
た

ず
、
両
神
共
に
敬
意
の
対
象
と
し
て
「
日
」
字
を
「
ノ
タ
マ
フ
」
と
訓
む

こ
と
に
な
る
。
先
稿
で
は
、
小
寺
清
先
『
校
正
日
本
書
紀
』
で
は
天
照
大

神
に
つ
い
て
は
「
ノ
タ
マ
フ
」
、
素
首
鳴
尊
に
つ
い
て
は
「
マ
ウ
シ
タ
マ
フ
」

と
差
異
を
付
け
て
加
点
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
清
先
の
師
で
あ
る
松
岡

雄
淵
の
『
神
代
紀
師
説
』
で
は
そ
の
解
釈
文
中
で
両
神
を
共
に
「
ノ
タ
マ

フ
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
掲
げ
、
こ
れ
が
、
前
者
は
本
文
に
よ
り
近
い
立

場
か
ら
、
後
者
は
本
文
か
ら
離
れ
た
注
釈
者
の
立
場
か
ら
、
そ
の
記
述
を

見
て
い
る
が
故
の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
考
え
た
。
同
様
の
理
解
が
可
能
な
例

は
随
所
に
見
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
、
日
本
書
紀
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
訓
読
上

の
差
異
の
一
因
を
、
漠
然
と
、
「
解
釈
の
違
い
」
と
片
付
け
て
い
た
こ
と

に
つ
い
て
、
よ
り
一
歩
踏
み
込
ん
だ
形
で
の
考
察
が
可
能
で
は
な
い
か
と

の
感
触
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。

　
敬
語
表
現
は
、
本
文
に
描
か
れ
た
内
容
に
対
す
る
加
点
者
・
注
釈
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

解
釈
が
端
的
に
表
れ
る
事
項
で
あ
る
が
、
内
容
そ
の
も
の
を
日
本
語
と
し

て
ど
の
よ
う
な
立
場
で
表
現
す
る
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
例
え

ば
述
部
に
立
つ
述
語
動
詞
の
部
分
を
、
「
○
○
キ
」
と
助
動
詞
「
キ
」
の

付
い
た
形
で
表
す
か
、
「
○
○
ケ
リ
」
「
○
○
タ
リ
」
の
よ
う
な
助
動
詞
を

用
い
る
か
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
こ
れ
ら
時
に
関
わ
る
表
現
を
用
い
な
い
形

と
す
る
か
、
い
く
つ
か
の
表
現
形
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
の
あ

る
形
の
述
部
を
持
つ
文
を
連
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
語
と
し
て
表
現
さ

れ
た
文
章
の
描
き
出
す
世
界
は
、
元
漢
文
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て

も
、
互
い
に
異
な
る
立
場
か
ら
そ
の
内
容
を
見
る
こ
と
に
な
り
、
や
は
り

加
点
者
・
注
釈
者
の
立
場
、
特
に
想
定
す
る
読
者
と
の
関
係
に
お
け
る
立

場
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
、
そ
の
背
景
に
漢
文
文
献
を
理
解
す
る
行
為
と

訓
読
す
る
行
為
が
、
そ
の
根
本
に
於
い
て
性
格
を
異
に
す
る
、
と
い
う
こ
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と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
観
点
に
立
つ
と
す
れ
ば
、
あ
る
漢
文

文
献
に
つ
い
て
の
注
釈
書
の
類
と
加
点
本
の
類
の
関
係
を
改
め
て
見
直
さ

な
け
れ
ば
こ
と
に
な
る
。
こ
の
考
え
に
基
づ
き
、
先
考
以
降
、
改
め
て
日

本
書
紀
神
代
巻
の
加
点
本
歌
お
よ
び
注
釈
書
類
に
つ
い
て
、
再
分
析
を
試

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

み
る
作
業
に
着
手
し
た
。
加
点
本
類
に
つ
い
て
は
、
拙
著
お
よ
び
そ
の
後

の
い
く
つ
か
の
小
考
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
現
存
の
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
伝
本

に
つ
い
て
の
整
理
は
で
き
て
お
り
、
こ
の
元
と
な
っ
た
手
元
資
料
の
再
整

理
を
こ
れ
に
充
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
一
方
注
釈
書
類
に
つ
い
て
は
平
成

十
四
年
度
放
送
大
学
特
別
研
究
助
成
を
得
て
こ
れ
ま
で
に
収
集
し
た
資
料

の
再
調
査
、
お
よ
び
新
た
な
観
点
で
の
資
料
蒐
集
を
行
い
、
両
者
を
併

せ
て
あ
る
程
度
の
論
を
立
て
得
る
と
の
感
触
を
得
る
に
到
る
こ
と
が
で
き

た
。　

な
お
問
題
は
大
き
く
、
十
分
な
形
で
の
資
料
の
整
理
・
提
示
お
よ
び
考

察
は
未
だ
し
い
の
で
は
あ
る
が
、
右
の
よ
う
な
過
程
で
偶
々
、
か
つ
て
拙

著
研
究
編
に
於
い
て
取
り
上
げ
た
日
本
書
紀
神
代
巻
の
刊
本
の
う
ち
、
未

考
と
し
て
残
し
、
仮
に
『
無
刊
記
七
行
本
』
と
し
た
｝
本
に
つ
い
て
新
た

な
資
料
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
『
無
刊
記
七
行
本
』
に
つ
い
て
は
、

・
　
本
文
が
一
面
七
行
と
な
っ
て
い
る
。
大
本
の
目
本
書
紀
の
訓
点
付
刊

　
本
で
は
一
面
八
行
と
す
る
も
の
が
通
例
で
あ
り
、
本
書
の
よ
う
な
行
詰

　
め
は
他
に
例
が
な
い
。

・
　
本
文
一
行
が
十
五
文
字
で
あ
り
、
こ
れ
も
大
本
と
し
て
は
他
の
伝
本

　
と
比
較
し
て
少
な
い
。

・
　
文
字
詰
め
行
詰
め
は
少
な
い
が
本
文
文
字
そ
の
も
の
は
必
ず
し
も
大

　
き
く
は
な
く
、
全
体
に
字
間
行
間
の
余
白
が
大
き
く
感
じ
ら
れ
る
。

・
　
漢
籍
類
の
刊
本
で
、
字
間
行
間
や
上
下
の
余
白
を
広
め
に
取
り
、
初

　
学
者
向
け
に
書
き
込
み
の
便
を
図
っ
た
も
の
の
例
が
知
ら
れ
て
い
る

　
が
、
こ
の
類
と
同
意
図
で
は
な
い
か
と
も
考
え
ら
れ
る
。

と
し
た
が
、
管
見
で
は
同
版
の
別
本
あ
る
い
は
類
似
の
特
色
を
持
つ
別

本
を
見
い
だ
し
得
ず
、
想
像
の
域
を
出
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
の
で
は

あ
っ
た
。

　
今
般
偶
々
、
資
料
蒐
集
の
一
環
と
し
て
こ
の
『
無
刊
記
七
行
本
』
と
同

版
別
本
と
思
し
い
『
可
美
豫
能
真
起
』
と
題
す
る
一
本
が
架
蔵
に
帰
す
る

こ
と
と
な
り
、
仮
に
、
右
に
挙
げ
た
「
余
白
へ
の
書
き
込
み
」
を
意
図
し

た
刊
行
物
と
す
れ
ば
、
先
考
以
来
念
頭
に
あ
る
注
釈
と
訓
読
と
の
関
係
に

つ
い
て
も
有
用
な
資
料
と
な
り
う
る
と
考
え
、
注
釈
書
類
に
つ
い
て
の
資

料
蒐
集
の
未
だ
中
途
段
階
で
は
あ
る
が
、
本
体
と
な
る
べ
き
論
を
暫
く
措

い
て
、
敢
え
て
当
該
の
一
本
に
つ
い
て
小
考
を
加
え
た
次
第
で
あ
る
。

版
本
『
可
美
豫
能
真
起
』
と
『
無
刊
記
七
行
本
』

　
版
本
『
可
美
豫
能
真
起
』
と
『
無
刊
記
七
行
本
』

な
る
も
の
の
同
版
と
み
な
し
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

概
略
を
述
べ
る
。

は
紙
型
、
表
紙
は
異

以
下
に
そ
の
書
誌
の
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図
二
　
『
無
刊
記
七
行
本
』
上
巻
本
文
第
一
丁
（
墨
付
第
三
丁
）
表
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両
本
工
に
大
本
、
袋
綴
（
明
朝
綴
）
上
下
二
冊
本
で
、
上
冊
に
『
日
本

書
紀
』
巻
一
、
下
冊
同
調
二
を
収
め
る
。
『
可
美
豫
能
真
起
』
の
紙
型
は

縦
約
二
七
・
五
メ
ー
ト
ル
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
丁
一
九
・
三
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
、
『
無
刊
記
七
行
本
』
の
紙
型
は
縦
約
二
六
・
三
セ
ン
チ
ー
メ
…
ト
ル
、

腐
草
一
九
・
ニ
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
後
者
が
や
や
上
下
に
小
さ
い
。
版
型

は
共
に
上
下
の
界
線
聞
が
約
二
一
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
版
心
外
側
と

右
（
左
）
界
線
間
が
約
一
五
・
七
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
で
一
致
す
る
。
墨
付

き
は
共
に
上
冊
六
十
丁
、
下
山
五
十
二
丁
。

　
『
可
美
豫
能
真
起
』
は
両
為
共
に
標
色
無
地
の
紙
表
紙
、
短
冊
様
の
地

模
様
の
題
箋
に
『
可
美
豊
能
真
起
乾
（
坤
）
』
と
す
る
。
「
加
美
豫
能
真
起
」

と
い
う
外
題
は
お
そ
ら
く
「
神
代
巻
」
の
訓
読
み
の
真
名
表
記
と
考
え
る

　
　
　
　
　
　
ヰ
　

こ
と
が
で
き
る
。

　
『
無
刊
記
七
行
本
』
は
両
前
共
に
朽
葉
色
の
紙
表
紙
、
界
線
入
り
の
刷

り
題
箋
が
見
え
る
が
ほ
と
ん
ど
剥
落
し
て
お
り
、
墨
で
こ
れ
に
補
書
し
て

「
日
本
書
紀
神
代
巻
上
（
下
ご
と
し
て
い
る
。
補
翼
と
原
題
箋
の
記
述

は
一
致
す
る
と
見
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
両
本
共
に
、
上
玉
冒
頭
の
二
葉
は
「
本
朝
史
書
」
と
の
見
出
し
が
あ
っ

て
、
　
『
品
目
本
紀
』
巻
一
後
半
の
「
本
朝
史
書
」
「
日
本
書
紀
上
例
」
の

項
を
掲
げ
る
。
た
だ
し
『
釈
日
本
紀
』
の
記
述
の
う
ち
「
序
云
…
」
「
罠

本
後
立
日
…
」
な
ど
と
の
引
用
部
分
は
欠
い
て
い
る
。
当
該
箇
所
は
『
新

訂
増
補
近
心
大
系
第
八
巻
『
日
本
書
紀
私
記
・
七
日
本
紀
・
日
本
逸
史
』
（
昭

和
七
年
・
吉
川
弘
文
館
）
の
「
歴
日
本
紀
」
の
十
二
頁
七
行
～
十
六
頁
九

行
に
相
当
す
る
。
た
だ
し
丁
零
体
系
本
が
底
本
と
し
た
前
田
本
と
は
記
述

の
細
部
で
必
ず
し
も
一
致
し
な
い
箇
所
が
あ
る
。
第
三
葉
か
ら
が
日
本
書

紀
本
文
で
、
版
心
は
「
日
本
書
紀
　
〇
一
」
で
、
冒
頭
二
葉
分
は
独
立

し
た
丁
付
け
で
あ
る
が
、
二
心
の
意
匠
は
同
一
で
あ
る
。

　
両
本
局
に
何
者
か
に
よ
る
書
き
込
み
が
見
ら
れ
る
。
『
可
美
豫
能
真
起
』

で
は
上
欄
余
白
に
薄
葉
の
付
箋
を
貼
っ
て
墨
ま
た
は
朱
で
詳
細
な
書
き

込
み
を
し
て
お
り
、
界
線
内
の
本
文
の
書
き
込
み
の
跡
は
上
国
に
一
箇
所

見
え
る
の
み
で
あ
る
。
付
箋
は
上
欄
余
白
上
下
長
お
よ
び
一
面
左
右
全
長

に
わ
た
る
横
長
の
用
紙
を
貼
り
付
け
た
も
の
で
あ
り
、
上
冊
に
二
十
一
箇

所
、
下
冊
に
一
箇
所
見
え
る
が
、
こ
の
他
に
異
な
る
紙
型
の
付
箋
が
大
小

取
り
混
ぜ
て
上
善
の
上
欄
に
六
箇
所
、
下
欄
に
五
箇
所
、
さ
ら
に
半
紙
半

切
大
の
別
紙
に
書
き
込
ま
れ
た
も
の
が
二
点
丁
合
お
よ
び
袋
綴
じ
の
内
側

に
各
々
一
点
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
付
箋
に
較
べ
て
書
き
込
み

の
文
字
が
大
き
く
、
何
ら
か
別
意
図
で
書
か
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
内
容
は
付
箋
と
同
様
に
本
文
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
る
。
こ
れ
ら
付

箋
類
の
位
置
は
偏
在
し
て
お
り
、
上
冊
で
は
神
代
巻
上
天
地
開
勲
章
冒
頭

か
ら
大
八
洲
生
成
章
一
書
第
二
迄
の
連
続
し
た
十
七
面
と
四
神
出
生
章
一

書
幅
十
一
か
ら
瑞
珠
盟
約
章
本
伝
迄
の
連
続
し
た
八
面
に
集
中
し
、
下
冊

で
は
冒
頭
の
一
面
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

　
『
無
刊
記
七
行
本
』
で
は
付
箋
は
見
え
ず
、
墨
ま
た
は
朱
で
本
文
内
に

直
接
書
き
込
ん
で
い
る
。
先
ず
朱
で
巻
上
下
全
編
に
わ
た
っ
て
神
名
に
傍

線
を
付
し
て
い
る
。
ま
た
墨
お
よ
び
薄
墨
で
注
釈
的
内
容
を
回
生
に
書
き
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込
ん
で
い
る
。
こ
れ
ら
は
特
に
元
々
の
版
本
の
訓
を
避
け
た
左
傍
に
多
い
。

書
き
込
み
は
巻
上
の
冒
頭
近
く
が
特
に
緻
密
で
あ
る
が
、
ほ
ぼ
巻
上
下
全

編
に
見
え
る
。

　
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
の
文
字
詰
め
・
行
詰
め
が
、
何
ら
か
後
の

書
き
込
み
を
意
図
し
た
も
の
と
す
れ
ば
、
『
無
刊
記
七
行
本
』
の
方
が
本

来
の
出
版
意
図
に
従
っ
た
書
き
込
み
を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
あ
る
い

は
逆
に
、
『
可
美
豫
古
塔
起
』
の
書
き
込
み
は
、
何
故
敢
え
て
欄
外
あ
る

い
は
付
箋
に
依
っ
た
の
か
、
を
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
お
そ
ら
く
先

ず
第
一
に
は
、
『
可
美
豫
能
真
起
』
で
は
、
本
文
の
文
面
を
汚
す
こ
と
を
穿
っ

た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
こ
と
が
思
い
浮
か
ぶ
。
『
日
本
書
紀
』
神
代

巻
を
神
典
と
み
な
す
こ
と
は
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
首
肯
で
き
る

こ
と
で
は
あ
る
。
し
か
し
一
方
で
『
無
刊
記
七
行
本
』
の
よ
う
に
本
文
に

書
き
込
む
例
も
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
そ
こ
に
は
「
神
典
」
に
つ
い
て
の

態
度
の
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
じ
さ
せ
る
。
こ
れ
を
検
証
す
る
に
は
当

然
実
際
に
書
き
込
ま
れ
た
内
容
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
こ
れ

は
元
々
の
版
本
上
の
訓
点
と
も
不
可
分
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
『
可
美
豫
能
真
起
』
『
無
刊
記
七
行
本
』
の
版
組
を
、
仮
に
行
間
字
間

へ
の
書
き
込
み
を
意
図
し
た
も
の
と
考
え
る
と
、
漢
文
本
文
に
対
す
る
加

点
行
為
あ
る
い
は
加
注
行
為
の
質
的
な
変
遷
を
考
え
る
上
で
、
重
要
な
一

本
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
版
本
の
意
図
し
た
よ
う
に
字
間
行
間
に
加
注
し

た
『
無
刊
記
七
行
本
』
と
敢
え
て
付
箋
に
依
っ
た
『
加
美
豫
能
真
起
』
で

は
、
そ
の
書
き
込
み
に
何
ら
か
立
場
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
の
予
想
も
成
り
立
つ
。
こ
の
よ
う
な
考
察
は
、
こ
れ
ま
で
調
査

し
得
た
日
本
書
紀
の
加
点
諸
伝
本
や
注
釈
書
類
に
つ
い
て
、
改
め
て
そ
の

系
譜
を
描
き
直
す
作
業
の
中
で
行
う
と
し
て
、
先
ず
『
加
美
豫
能
真
起
』
『
無

刊
記
七
行
本
』
の
版
本
と
し
て
の
本
文
・
訓
点
を
、
他
の
諸
伝
本
部
の
中

に
位
置
付
け
、
併
せ
て
そ
れ
ら
に
見
え
る
書
き
込
み
の
概
略
を
整
理
し
て

お
く
こ
と
と
す
る
。

　
な
お
、
『
加
美
豫
能
面
起
』
と
『
無
刊
記
七
行
本
』
は
同
版
と
み
な
し

得
る
こ
と
か
ら
、
以
下
で
は
専
ら
『
加
美
津
蟹
真
起
』
に
つ
い
て
述
べ
、

こ
れ
を
「
本
書
」
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

本
文
の
系
統

　
一
般
に
、
日
本
書
紀
諸
二
本
の
本
文
は
、
寛
文
九
年
版
本
（
以
下
「
寛

文
版
本
」
あ
る
い
は
「
寛
文
」
と
略
記
す
る
こ
と
が
あ
る
）
を
基
準
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

て
、
こ
れ
と
の
異
同
か
ら
考
察
す
る
こ
と
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
こ
れ
ま
で
に
も
何
回
か
述
べ
た
。

　
本
書
の
本
文
は
、
ほ
ぼ
寛
文
版
本
の
そ
れ
に
近
く
、
こ
れ
ま
で
調
査
し

て
き
た
日
本
書
紀
神
代
巻
上
下
の
諸
伝
本
（
写
本
・
版
本
）
の
中
で
も
最

も
こ
れ
に
近
い
も
の
の
一
つ
と
言
え
る
。
以
下
、
寛
文
九
年
版
本
と
の
異

同
の
大
略
を
示
す
。

　
先
ず
、
最
も
大
き
な
違
い
は
、
巻
上
瑞
珠
盟
約
章
本
伝
の
、
天
穂
尊
命

に
つ
い
て
の
注
文
、
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是
出
雲
臣
土
師
連
等
今
夕

（
本
書
乾
冊
三
十
一
丁
表
二
行
）

（
寛
文
九
年
版
本
二
十
三
丁
表
二
行
）

お
よ
び
、
続
く
天
津
彦
根
命
に
つ
い
て
の
注
文
、

是
凡
河
内
直
山
代
敷
詰
祖
也

（
本
書
乾
冊
三
十
一
丁
表
三
行
）

（
寛
文
九
年
版
本
二
十
三
丁
表
四
行
）

を
そ
れ
ぞ
れ
、
寛
文
九
年
版
本
で
は
割
り
書
き
に
な
っ
て
い
る
も
の
を
、

本
書
で
は
割
り
書
き
と
せ
ず
、
本
文
と
同
じ
文
字
組
み
で
記
し
て
い
る
点

が
あ
る
。
寛
文
九
年
版
本
を
は
じ
め
多
く
の
伝
本
で
は
、
神
代
巻
上
下
で

は
訓
注
は
、
本
伝
部
分
で
は
旧
注
箇
所
に
続
け
て
割
り
書
き
、
一
書
部
分

で
は
段
の
末
尾
に
ま
と
め
て
付
加
し
、
割
り
書
き
と
ば
せ
ず
、
本
書
も
こ

れ
ら
と
同
様
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
し
方
は
、
元
々
一
書
部
分
全
体
が

割
り
書
き
で
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
考
え
る
の
が
～
般
的
な
よ
う
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
自
体
は
措
く
と
し
て
、
本
書
で
は
、
こ
の
箇
所
に
つ
い

て
の
み
、
異
な
っ
た
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
本

書
で
は
こ
の
二
つ
の
注
文
を
注
と
は
み
な
さ
ず
、
本
文
の
一
部
と
考
え
て

い
る
よ
う
で
あ
る
。
確
か
に
、
祖
神
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
．
一
書
部
分
で

は
他
の
訓
注
と
同
様
に
扱
う
の
で
は
な
く
、
当
該
の
神
名
に
続
け
て
記
し

て
お
り
、
本
書
の
扱
い
も
そ
の
記
述
方
法
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と

は
で
き
る
。
　
一
方
で
、
何
ら
か
こ
の
祖
神
記
述
を
重
視
す
る
意
図
が
あ
っ

た
も
の
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
少
々
穿
ち
す
ぎ
た
見
方
で
は
あ
る
が
、

本
文
全
体
が
よ
く
寛
文
九
年
版
本
に
一
致
す
る
中
で
、
こ
の
箇
所
の
差
異

の
み
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、
何
ら
か
相
当
の
背
景
を
考
え

た
い
所
で
は
あ
る
。

　
同
じ
く
本
伝
部
分
の
割
り
書
き
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
巻
上
宝
剣
出
現

章
の
本
伝
で
、
素
菱
鳴
尊
の
「
八
雲
立
～
」
の
歌
の
箇
所
に
つ
い
て
、
寛

文
九
年
版
本
で
は
こ
れ
を
割
り
書
き
と
し
て
い
る
が
、
本
書
で
は
割
り
書

き
で
は
な
く
本
文
に
続
け
て
同
じ
記
し
方
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
先
の

祖
神
記
述
と
同
様
に
、
形
式
上
の
問
題
と
考
え
る
こ
と
も
、
ま
た
特
に
こ

の
部
分
の
記
述
を
「
本
文
」
と
し
て
重
視
し
た
こ
と
の
表
れ
と
考
え
る
こ

と
も
で
き
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
巻
下
天
孫
降
臨
章
本
伝
の
、

［
寛
文
］
　
所
植
［
植
此
云
／
多
謝
婁
］
　
　
巻
二
・
二
丁
表
六

の
訓
注
部
分
（
割
り
書
き
）
六
文
字
を
本
書
は
泣
い
て
い
る
。

　
ま
た
文
字
詰
め
の
問
題
で
あ
る
が
、
巻
下
天
孫
降
臨
章
一
書
第
七
に
、

「
一
書
日
…
…
」
の
後
「
一
意
…
…
」
と
し
て
神
名
を
列
記
す
る
記
述
が

四
回
繰
り
返
さ
れ
る
が
、
寛
文
版
本
で
は
こ
れ
を
一
々
行
を
変
え
て
全
五

段
に
記
す
の
に
対
し
（
巻
二
・
二
二
丁
表
一
行
以
下
）
、
本
書
で
は
「
＝
ム
・
一
・
」

は
前
の
記
述
に
繋
げ
て
記
し
、
一
段
と
し
て
扱
っ
て
い
る
（
坤
冊
・
三
〇
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丁
表
一
行
以
下
）
。

　
同
様
に
巻
下
海
宮
遊
行
章
｝
書
第
～
に
も
、
「
＝
筑
…
…
」
と
し
て
類

似
内
容
の
別
伝
を
記
す
箇
所
が
二
箇
所
あ
る
が
、
寛
文
版
本
で
は
こ
こ
で

行
を
変
え
て
全
三
段
に
記
す
が
、
本
書
で
は
「
一
云
…
…
」
を
続
け
て
記

し
、
行
を
変
え
て
い
な
い
。
同
じ
く
出
世
一
書
第
二
、
第
三
、
第
四
の
各
々

「
一
云
」
一
箇
所
も
同
様
の
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。

　
な
お
、
寛
文
版
本
巻
二
・
一
九
丁
表
一
行
（
天
孫
降
臨
章
一
書
第
五
）

に
見
え
る
埋
木
に
よ
る
八
文
字
分
の
訂
正
に
相
当
す
る
箇
所
は
、
本
書
で

は
元
々
の
正
し
い
本
文
と
な
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
割
り
書
き
や
行
詰
め
に
関
わ
る
箇
所
は
以
上
で
あ
っ
て
、
以
下

は
全
て
本
文
文
字
単
字
の
異
同
で
あ
る
。
先
ず
鉄
字
と
し
て
は
、
巻
上
瑞

珠
盟
約
章
一
書
第
二
の
、

［
本
書
］
　
當
奉
汝
以
汝
所
持
　
　
　
乾
冊
・
三
四
丁
表
四

［
寛
文
］
　
當
奉
汝
汝
以
汝
所
持
　
　
巻
一
・
二
五
丁
表
八

　
　
の
一
箇
所
が
あ
る
。
お
そ
ら
く
本
書
で
は
こ
の
連
続
す
る
「
汝
」
字
を
街

　
　
字
と
見
て
削
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
前
後
か
ら
考
え
る
と
こ
れ
は

　
　
天
照
大
神
に
対
し
て
の
素
菱
鳴
尊
の
発
話
で
、
「
吾
は
所
帯
け
る
剣
を
今

　
　
當
に
汝
に
奉
ら
ん
。
汝
は
以
て
、
汝
が
持
ち
た
る
…
…
」
と
続
く
箇
所
で

岡　
　
あ
り
、
「
吾
は
～
」
「
汝
は
～
」
と
い
う
二
文
と
見
る
限
り
、
「
汝
以
」
の
「
汝
」

醜　
　
　
一
字
を
削
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
お
そ
ら
く
寛
文
九
年
版
本
の
本
文
は
そ

の
よ
う
に
解
し
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
先
行
す
る
「
吾
」
字

を
「
吾
が
所
帯
け
る
剣
」
の
よ
う
に
読
む
と
す
れ
ば
、
「
吾
が
所
帯
」
が

後
の
「
汝
が
所
持
」
と
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、
前
の
「
汝
」
一
字
を
衛

字
と
し
て
、

「
吾
が
所
帯
け
る
剣
を
書
聖
に
汝
に
奉
ら
ん
。
以
て
、
汝
が
一
所
持
ち
た

る
…
…
」
と
訓
む
べ
き
、
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
本
書
の
本
文
も
首
肯
で

き
る
も
の
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
同
じ
く
訣
字
の
例
と
し
て
、
巻
下
天
孫
降
臨
章
｝
書
第
三
に
、

［
本
書
］
　
條
　
　
　
坤
冊
∴
七
丁
表
三
行

［
寛
文
］
　
條
條
　
　
巻
斗
・
＝
一
丁
裏
六
行

が
あ
る
。
共
に
「
ヲ
チ
く
」
の
訓
が
注
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
訓
の
踊

り
字
部
分
が
「
拳
々
」
の
よ
う
に
本
文
文
字
と
解
さ
れ
て
「
條
條
」
と
の

本
文
が
伝
わ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
と
す
れ
ば
本
書
は
此
に
従
っ
て
「
條
」

字
一
字
を
衛
字
と
み
な
し
、
削
っ
た
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
当
然
逆

の
解
も
成
り
立
つ
）
。
こ
の
よ
う
な
訓
の
踊
り
字
と
本
文
漢
字
と
の
混
同

は
比
較
的
よ
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
一
例
と
言
え
る
が
、
本
書

編
者
が
そ
の
よ
う
な
文
献
上
の
こ
と
に
敏
感
で
あ
っ
た
証
左
の
一
端
と
見

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

　
単
字
の
異
同
箇
所
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
煩
を
厭
う
て
延
べ
の

全
例
を
挙
げ
る
こ
と
は
せ
ず
、
各
々
一
例
で
示
し
た
。
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A
明
ら
か
な
異
字
は
以
下
の
七
点
で
あ
る
。

大
八
洲
生
成
章
一
書
第
　

［
本
書
］
脩
　
乾
冊
・
七
丁
表
一
行

［
寛
文
］
循
　
巻
一
・
五
丁
表
八
行

艶
つ
。

C

大
八
洲
生
成
章
一
書
第
五

［
本
書
］
相
語
　
乾
冊
・
九
丁
七

［
寛
文
］
相
謂
　
巻
一
・
七
丁
五

杉浦克己

　
共
に
「
シ
ラ
ス
」
と
訓
で
い
る
。
手
本
で
は
、
水
戸
本
、
慶
長
勅
板
本
、

校
正
日
本
書
紀
、
が
寛
文
と
同
じ
く
「
循
」
と
す
る
が
、
他
の
弘
安
本
、

乾
元
本
、
丹
鶴
本
等
は
「
脩
」
と
し
て
い
る
。
前
後
の
意
か
ら
推
し
て
も
、

ま
た
「
シ
ラ
ス
」
と
訓
ま
れ
る
他
の
用
例
か
ら
見
て
も
「
脩
」
が
ふ
さ
わ

し
い
と
考
え
ら
れ
、
国
史
大
系
、
古
典
文
学
大
系
も
「
脩
」
を
採
っ
て
い

る
。
お
そ
ら
く
本
書
は
寛
文
版
本
の
そ
れ
を
訂
正
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

B

大
八
洲
生
成
章
一
書
第
一

［
本
書
］
億
岐
　
乾
冊
・
八
丁
裏
二
行

［
寛
文
］
隠
岐
巻
一
・
六
丁
裏
三
行

　
こ
の
箇
所
を
「
億
岐
」
と
す
る
例
は
他
の
伝
単
に
は
見
え
な
い
。
ま
た

同
内
容
の
記
述
が
あ
る
同
章
本
伝
で
は
、
本
書
は
「
隠
岐
」
（
乾
冊
・
六

丁
表
七
行
）
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
こ
こ
に
挙
げ
た
異
同
は
本
書
の
誤
記

と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
何
ら
か
の
底
本
に
依
っ
た
も
の
か
、

本
書
独
自
0
誤
記
か
は
判
断
で
き
か
ね
る
が
、
お
そ
ら
く
は
後
者
で
あ
ろ

　
他
の
伝
本
は
多
く
「
語
」

見
て
正
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

D

字
で
あ
り
、
本
書
は
寛
文
の
そ
れ
を
誤
記
と

四
神
出
生
章
一
書
第
六

［
本
書
］
天
照
太
神
　
乾
冊
・
二
〇
丁
零
三
行

［
寛
文
］
天
照
大
神
　
巻
一
・
一
五
丁
裏
四
行

　
他
の
多
く
の
箇
所
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
た
だ
し
、
本
書
で
「
大
」
、

寛
文
版
本
で
「
太
」
と
す
る
箇
所
も
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
存
在
す
る
。
同

神
の
名
を
「
天
照
大
神
」
と
す
る
か
「
天
照
太
神
」
と
す
る
か
、
に
つ
い

て
論
じ
た
記
述
は
、
日
本
書
紀
の
注
釈
書
類
を
は
じ
め
か
な
り
な
数
に
上

る
。
日
本
書
紀
諸
膝
本
で
は
多
く
「
大
」
字
を
採
っ
て
い
る
が
、
「
太
」

字
に
依
っ
て
統
一
し
た
も
の
も
あ
り
、
本
書
も
何
ら
か
の
定
見
を
持
っ
て

の
こ
と
で
あ
ろ
う
と
想
像
は
で
き
る
。

E
　
藁
薦
盟
約
章
本
伝
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［
本
書
］
凡
河
内
直
　
乾
冊
・
三
一
二
足
三
行

［
寛
文
］
凡
川
内
直
　
巻
…
・
二
三
丁
表
戸
行
立

　
他
の
心
立
本
で
は
「
凡
川
内
直
」
と
す
る
。
し
か
し
日
本
書
紀
神
代
巻

を
離
れ
一
般
に
氏
姓
の
称
と
し
て
は
、
本
書
出
版
当
時
を
考
え
る
限
り
、

む
し
ろ
「
凡
河
内
」
と
す
る
方
が
多
い
と
思
わ
れ
、
ま
た
ゆ
か
り
の
地
名

の
記
述
も
「
河
内
」
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
本
書
は
そ
れ
ら
の
知

見
か
ら
寛
文
版
本
の
記
述
を
訂
正
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

F

宝
鏡
開
始
章
本
伝

［
本
書
］
日
　
乾
冊
・
三
八
丁
裏
三
行

［
寛
文
］
口
　
巻
一
・
二
八
丁
裏
三
行

　
寛
文
版
本
で
も
異
版
で
は
「
日
」
字
を
採
っ
て
お
り
、
ま
た
前
後
か
ら

推
し
て
も
こ
れ
は
寛
文
年
版
本
の
誤
記
で
あ
っ
て
、
他
の
諸
伝
本
で
も
同

様
で
あ
る
。
仮
に
本
書
が
「
口
」
字
を
採
る
寛
文
版
本
を
底
本
と
し
た
も

の
と
す
れ
ば
、
こ
れ
も
誤
記
を
正
し
た
例
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

G

三
宮
遊
行
章
一
書
第
三

［
本
書
］
釣
鈎
　
坤
冊
・
三
三
丁
表
六
行

［
寛
文
］
鈎
鈎
巻
二
・
二
四
丁
裏
一
行
、

　
両
本
土
ハ
に
二
文
字
で
「
チ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
他
の
伝
本
で
は
乾
元
本

が
「
鈎
鈎
」
、
丹
鶴
本
が
「
鈎
」
と
す
る
他
は
「
釣
鈎
」
と
す
る
も
の
が

多
い
（
古
典
文
学
大
系
本
は
「
鈎
鉤
」
）
。
国
史
大
系
本
も
「
釣
鈎
」
を
採
っ

て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
推
し
て
、
こ
れ
も
本
書
が
寛
文
版
本
の
そ
れ
を
正

し
た
例
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
寛
文
版
本
も
含
め
て
、
こ
の
海
宮

遊
行
章
の
他
の
箇
所
で
は
、
「
釣
り
針
」
は
「
鈎
」
一
字
で
記
し
（
「
鉤
」

字
と
す
る
伝
本
も
あ
る
）
、
「
チ
」
ま
た
は
「
チ
イ
」
と
訓
ん
で
い
る
。
従
っ

て
こ
の
箇
所
の
み
二
文
字
と
す
る
の
は
不
審
と
も
言
え
る
。
そ
の
故
か
寛

文
版
本
で
は
前
後
に
、

タ
テ
マ
ツ
　
　
　
　
　
　
チ
　
　
　
　
　
　
ヲ
シ
　
　
　
　
　
　
マ
ウ

授
ル
ニ
所
レ
得
ル
鈎
皿
ヲ
鈎
因
テ
謳
ヘ
マ
ッ
リ
テ
土
日
サ
ク

の
よ
う
に
加
点
し
て
、
「
鈎
」
一
字
で
「
チ
」
と
訓
め
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

し
か
し
こ
れ
で
は
後
の
「
鈎
」
字
が
浮
い
て
し
ま
い
、
解
決
に
な
っ
て
い

な
い
の
で
あ
っ
て
、
結
局
「
鈎
鈎
」
二
字
で
「
チ
」
と
訓
ま
ざ
る
を
得
な

い
加
点
で
あ
る
。
本
書
は
他
の
多
く
の
伝
本
と
同
様
の
考
え
依
っ
た
の
で

あ
ろ
う
と
推
測
は
で
き
る
が
、
疑
問
の
残
る
箇
所
で
は
あ
る
。

　
以
上
の
六
点
以
外
は
、
い
わ
ゆ
る
異
体
字
に
あ
た
る
と
判
断
で
き
る
文

字
の
相
違
で
あ
る
。
以
下
に
上
段
本
書
、
下
段
寛
文
版
本
の
形
で
列
挙
す

る
。
（
位
置
の
記
述
も
「
丁
」
「
行
」
を
略
し
、
表
を
「
オ
」
、
裏
を
「
ウ
」

の
よ
う
に
簡
略
に
示
し
た
。
ま
た
同
点
が
複
数
見
ら
れ
る
も
の
に
つ
い
て

は
一
例
の
み
を
掲
げ
た
。
）
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章
段

天
地
開
書
斎
　
本
伝

神
馬
七
代
章
　
本
伝

大
八
洲
生
成
章
本
伝

1
1

〃〃1
1

〃

四
神
出
生
章

〃〃1
1

瑞
珠
盟
約
章

宝
剣
出
現
章

天
孫
降
臨
章

〃〃

一
書
一

一
書
二

本
伝一

書
三

一
書
六

一
書
七

一
二
十

本
伝一

書
二

一
書
五

一
書
四

本
書

店
（
一
オ
五
）

富
（
四
オ
ニ
）

面
（
四
オ
ニ
）

陰
（
五
ウ
こ

宜
（
五
ウ
五
）

爾
処
（
六
オ
ニ
）

印
（
六
ウ
三
）

往
（
七
オ
こ

備
（
八
ウ
三
）

譲
（
九
オ
こ

青
（
＝
一
影
画
）

土
（
一
四
ウ
こ

吐
（
一
四
ウ
五
）

剣
（
二
一
ウ
こ

柁
（
二
ニ
オ
こ

答
（
二
四
ウ
四
）

眞
（
三
〇
ウ
こ

黒
（
三
四
オ
こ

杉
（
五
四
オ
ニ
）

高
（
三
〇
オ
一
）

寛
文
版
本

妙
（
一
撃
五
）

高畝黒真苔施剣吐土青墨備往即下買陰面冨
（
三
オ
五
）

（
三
オ
五
）

（
四
オ
七
）

（
四
ウ
ニ
）

（
四
ウ
五
）

（
五
罪
四
）

（
五
オ
八
）

（
六
ウ
四
）

（
六
ウ
七
）

（
九
オ
八
）

（一

黹
I
ニ
）

（
ニ
ォ
五
〉

（一

Z
オ
四
）

（一

Z
ウ
ニ
）

（一

ｪ
ウ
ニ
）

（
二
字
ウ
五
）

（
二
五
予
予
）

（
三
九
ウ
六
）

（
二
ニ
オ
こ

　
字
体
の
違
い
の
認
定
は
本
書
・
寛
文
版
本
共
に
微
妙
で
あ
り
、
字
形
の

違
い
の
範
囲
に
あ
た
る
か
否
か
、
ま
た
書
体
の
違
い
に
起
因
す
る
も
の
で

は
な
い
か
、
な
ど
判
断
の
付
き
か
ね
る
例
は
多
い
。
本
来
で
あ
れ
ば
異
体

字
と
し
て
掲
げ
る
べ
き
例
は
な
お
多
い
の
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
比
較

的
顕
著
と
思
わ
れ
る
も
の
の
み
を
掲
げ
た
。

　
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
本
書
は
寛
文
版
本
の
そ
れ
を
、
い
わ
ゆ
る
正
字
に

正
そ
う
と
し
た
も
の
の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
逆
に
な
っ

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
ま
た
何
を
持
っ
て
正
字
と
す
る
か
も
一
概
に
は
定

め
難
い
。
さ
ら
に
、
例
え
ば
本
書
「
宜
」
、
寛
文
版
本
「
亘
」
の
例
に
つ
い
て
、

寛
文
版
本
で
は
「
宜
」
字
も
一
部
に
併
用
（
巻
二
・
三
五
オ
五
な
ど
複
数
）

し
て
い
る
な
ど
の
事
実
も
あ
り
同
様
の
逆
例
も
存
在
す
る
。

　
確
か
に
、
字
体
に
関
し
て
は
本
書
は
寛
文
版
本
の
そ
れ
に
比
べ
て
あ
る

程
度
統
一
が
と
れ
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
印
象

の
域
に
と
ど
ま
り
、
本
書
が
何
ら
か
の
定
見
に
よ
っ
て
寛
文
版
本
の
そ
れ

を
正
し
、
統
一
を
図
っ
た
も
の
と
判
断
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
る
。

　
た
だ
、
先
に
掲
げ
た
本
文
文
字
の
欠
落
や
異
同
と
も
併
せ
て
、
本
書
の

本
文
は
寛
文
版
本
に
か
な
り
近
い
も
の
で
あ
っ
て
、
管
見
の
限
り
、
他
の

諸
伝
本
と
比
べ
、
最
も
近
し
い
関
係
に
あ
る
も
の
と
言
う
こ
と
は
で
き
る
。

お
そ
ら
く
本
書
本
文
は
全
面
的
に
寛
文
版
本
の
そ
れ
に
よ
っ
て
成
っ
た
も

の
と
み
な
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
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版
本
と
し
て
の
訓
読

　
本
書
の
版
本
と
し
て
の
訓
点
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
日
本
書
紀
神
代
巻

諸
伝
本
に
見
え
る
そ
れ
と
比
較
し
て
大
き
な
差
異
は
な
く
、
寛
文
九
年
版

本
に
見
え
る
訓
点
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
全
体
に
加
点
密

度
が
高
く
、
省
略
表
記
も
少
な
い
点
が
特
色
で
は
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の

字
詰
め
・
行
詰
め
に
つ
い
て
想
定
し
た
初
学
者
の
学
習
用
途
と
い
う
点
か

ら
も
首
肯
で
き
る
所
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を

　
以
下
に
い
く
つ
か
の
点
に
分
類
し
て
本
書
と
寛
文
版
本
の
訓
点
の
相
違

を
概
観
す
る
。

使
役
句
形
の
訓
読

　
日
本
書
紀
の
諸
伝
本
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
使
役
句
形
を
ど
の
よ
う
に

返
読
し
て
訓
む
か
、
と
い
う
点
が
、
当
該
の
加
点
資
料
の
訓
読
全
体
の
系

統
を
考
え
る
上
で
の
端
的
な
指
標
に
な
る
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

れ
ま
で
に
も
何
回
か
述
べ
て
き
た
。
本
書
お
よ
び
寛
文
版
本
の
使
役
句
形

の
訓
読
を
比
較
す
る
と
、

天
孫
降
臨
章
本
伝

［
本
書
］

［
寛
文
］

マ
タ
　
　

ナ
ナ
シ
キ
シ
　
　
ミ

遣
ニ
シ
テ
無
名
今
一
ヲ
六
芸
フ

マ
タ
　
　

ナ
ナ
シ
キ
ジ
　
　
ミ

遣
㌧
テ
無
名
維
」
ヲ
八
州
玉
フ

（
三
身
・
二
丁
裏
四
行
）

（
二
二
・
二
丁
表
五
行
）

な
ど
の
よ
う
に
、

に
関
連
し
て
、

同
様
の
扱
い
を
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
こ
れ

四
神
出
生
章
本
伝

　
　
　
　
　
　
ア
ヲ
ヤ
マ
　
カ
ラ
ヤ
マ

　
［
本
書
］
　
使
青
山
ヲ
攣
枯
ニ
ナ
ス

　
　
　
　
　
　
ア
ヲ
ヤ
マ
　
カ
ラ
ヤ
マ

　
［
寛
文
］
　
使
青
山
ヲ
攣
枯
ニ
ナ
．

（
乾
冊
∴
二
丁
表
七
行
）

（
巻
一
・
九
丁
表
八
行
）

の
例
で
は
、
漢
文
本
文
自
体
は
使
役
の
形
で
あ
る
が
、
前
後
の
意
を
活
か

し
て
使
役
の
意
に
は
訓
読
し
な
い
、
と
い
う
点
も
誓
書
共
通
で
あ
る
。

　
従
っ
て
、
本
書
と
寛
文
版
本
の
訓
読
は
、
基
本
的
に
日
本
書
紀
神
代
巻

諸
伝
本
の
中
で
同
じ
系
統
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
見
て
よ
い
で

あ
ろ
う
。

仮
名
遣
い

　
個
々
の
字
句
に
見
え
る
加
点
を
比
較
す
る
と
、

が
目
に
付
く
。
全
量
－
ア
行
が
特
に
顕
著
で
、

來飼悶残
追旬熱

本
書
（
乾
冊
）

ソ
コ
ナ
ヒ
（
＝
ニ
オ
四
）

ア
ッ
カ
ヒ
（
一
四
ウ
五
）

ハ
ラ
ハ
ヒ
（
一
六
オ
ニ
）

ヲ
ヒ
イ
デ
（
一
八
オ
四
）

先
ず
仮
名
遣
い
の
相
違

寛
文
版
本
（
巻
こ

ソ
コ
ナ
イ
（
一
〇
オ
こ

ア
ツ
カ
イ
（
一
一
オ
五
）

ハ
ラ
バ
イ
（
一
ニ
オ
五
）

ヲ
イ
》
デ
（
＝
ニ
ウ
六
）
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瀞
　
　
ア
ラ
ヒ
（
一
九
ウ
ニ
）

乞
取
　
コ
ヒ
ト
リ
（
三
〇
ウ
五
）

喧
響

ア
ラ
イ
（
一
四
ウ
五
）

コ
イ
ト
リ
（
二
ニ
ウ
八
）

本
書
（
坤
冊
）
　
　
　
　
　
寛
文
版
本
（
巻
縮
）

オ
ト
ナ
ヒ
（
二
七
ウ
ニ
）
　
ヲ
ト
ナ
イ
（
二
〇
オ
五
）

な
ど
の
よ
う
に
、
ハ
行
活
用
動
詞
に
由
来
す
る
語
に
つ
い
て
、
寛
文
版
本

の
そ
れ
を
正
し
た
例
を
多
く
拾
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
は
他
の
品
詞
語

句
に
も
見
え
、

目
上

八
百
重

稜八
重

本
書
（
乾
冊
）

カ
ビ
コ
（
一
四
オ
四
）

ヒ
ト
ヒ
ニ
（
一
八
ウ
五
）

ヤ
ヲ
へ
（
二
一
オ
一
）

カ
ヒ
（
三
七
ウ
こ

本
書
（
坤
冊
）

ヤ
へ
（
三
九
ウ
四
）

寛
文
版
本
（
巻
こ

カ
イ
コ
（
一
〇
ウ
六
）

ヒ
ト
イ
ニ
（
一
四
オ
五
）

ヤ
ヲ
エ
（
一
五
ウ
六
）

カ
イ
（
二
七
ウ
六
）

寛
文
版
本
（
巻
二
）

ヤ
エ
（
二
九
オ
五
）

遂

本
書
（
乾
臨
）

ッ
ヰ
ニ
（
一
六
オ
五
）

寛
文
版
本
（
巻
こ

ツ
ヒ
ニ
（
一
ニ
オ
七
）

の
よ
う
に
逆
に
寛
文
版
本
の
方
が
本
来
の
仮
名
遣
い
で
あ
る
例
も
見
ら

れ
、
ま
た
全
体
と
し
て
は
寛
文
版
本
の
そ
れ
と
本
書
が
一
致
し
て
い
る
例

が
大
半
な
の
で
あ
っ
て
、
本
書
が
統
一
し
て
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
依
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
訳
で
は
な
い
。
先
に
挙
げ
た
極
製
活
用
語
の
例
を
中
心
に
、
寛
文
版

本
の
そ
れ
を
正
す
傾
向
が
見
ら
れ
る
、
と
い
う
域
に
留
ま
る
相
違
で
あ
る
。

　
同
様
の
例
は
ハ
行
－
ア
行
以
外
に
も
、

大為堕科日章可
造起　　　以愛

本
書
（
乾
冊
）

エ
（
八
オ
六
）

オ
ボ
セ
（
三
〇
オ
五
）

オ
ホ
サ
ク
（
三
八
ウ
三
）

オ
ホ
ス
ル
（
三
九
オ
三
）

オ
チ
（
三
九
ウ
ニ
）

オ
コ
シ
テ
（
四
九
ウ
七
）

オ
ホ
ヨ
ソ
（
五
六
ウ
こ

寛
文
版
本
（
巻
一
）

エ
（
六
ウ
こ

ヲ
ホ
セ
（
二
心
ウ
三
）

ヲ
ホ
サ
ク
（
二
八
ウ
三
）

ヲ
ホ
ス
ル
（
二
九
オ
一
）

ヲ
チ
（
二
九
三
五
）

ヲ
コ
シ
テ
（
三
六
ウ
五
）

ヲ
ホ
ヨ
ソ
（
四
一
ウ
ニ
）

な
ど
を
揚
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
し
か
し
、

な
ど
を
挙
げ
得
る
が
、
こ
れ
に
も
例
え
ば
、

本
書
（
乾
冊
）

寛
文
版
本
（
巻
こ



金
事
　
オ
ト
コ
（
九
ウ
三
）

悔
　
　
ク
ヰ
テ
（
　
九
ウ
こ

ヲ
ト
コ
（
七
オ
八
）

ク
イ
テ
（
　
四
ウ
四
）

な
ど
の
よ
う
な
例
も
あ
り
、

寛
文
版
本
に
｝
致
す
る
。

こ
れ
も
傾
向
の
域
で
あ
り
、
全
体
と
し
て
は

な
ど
の
よ
う
に
逆
の
例
も
見
え
て
完
全
で
は
な
く
、

と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

傾
向
の
域
に
留
ま
る

個
別
語
句
の
訊
読

　
本
文
漢
字
二
文
字
の
熟
語
の
訓
読
に
つ
い
て
、
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音
便
形

　
本
書
の
訓
読
で
は
、
音
便
形
を
用
い
る
か
否
か
、
お
よ
び
そ
の
表
記
に
、

寛
文
版
本
と
の
差
異
が
見
ら
れ
る
。

　
　
　
本
書
（
乾
冊
）

語
　
　
カ
タ
ツ
テ
（
九
オ
七
）

明
彩
　
ウ
ル
ハ
シ
ウ
シ
テ
（
一

　
　
寛
文
版
本
（
巻
こ

　
　
謂
　
カ
タ
テ
（
七
オ
八
）

一
ウ
四
）
ウ
ル
ハ
シ
ク
シ
テ
（
八
ウ
八
）

本
書
が
音
便
形
を
用
い
た
例
が
比
較
的
多
い
が
、

詰
問

賜

本
書
（
横
冊
）
　
　
　
　
　
寛
文
版
本
（
巻
一
）

　
ナ
ジ
リ
ト
ヒ
（
二
九
ウ
五
）
ナ
ジ
テ
ト
ヒ
（
二
ニ
オ
五
）

　本
タ書
マ（
フ坤
テ冊
　v三
法

さ

寛
文
版
本
（
巻
一
）

タ
マ
ハ
ツ
テ
（
ニ
オ
こ

風牛翠
雨馬下

本
書
（
乾
冊
）

…
ソ
コ
（
五
オ
三
）

ム
マ
ウ
シ
（
二
七
ウ
一
）

ア
メ
カ
セ
（
四
四
ウ
五
）

寛
文
版
本
（
巻
一
）

ソ
コ
ツ
シ
タ
（
四
オ
三
）

ウ
シ
ム
マ
（
二
〇
ウ
ニ
）

カ
セ
ア
メ
「
（
三
三
オ
ニ
）

の
よ
う
な
例
が
あ
る
。

　
漢
字
二
文
字
の
熟
語
に
つ
い
て
、
特
に
意
味
上
二
語
の
並
列
に
な
っ
て
、

い
る
よ
う
な
例
の
読
み
方
と
し
て
、
訓
読
み
の
場
合
、
元
漢
語
と
逆
順
に

な
る
例
が
あ
る
こ
と
は
山
田
孝
雄
博
士
の
ご
研
究
に
よ
っ
て
夙
に
明
ら
か

に
さ
れ
て
い
て
、
日
本
書
紀
諸
伝
本
に
見
え
る
訓
点
で
も
こ
れ
が
確
認
で

き
て
い
る
。
特
に
同
じ
訓
読
み
で
あ
っ
て
も
、
元
漢
文
の
文
字
の
順
に
読

む
例
よ
り
も
、
逆
順
に
読
む
例
を
多
く
持
つ
も
の
ほ
ど
、
訓
読
文
と
し
て

見
た
場
合
、
和
文
的
な
性
格
が
よ
り
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
か
ら

す
れ
ば
、
本
書
訓
読
が
敢
え
て
逆
順
の
訓
を
採
っ
て
い
る
こ
と
を
そ
の
性

格
の
一
端
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。

　
さ
ら
に
、
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男
女

本
書
（
坤
冊
）

オ
ト
コ
ヲ
ン
ナ

（一

Z
オ
＝
一
）

寛
文
版
本
（
巻
二
）

ヲ
メ
（
一
壷
オ
ニ
）

の
例
で
は
、
和
語
で
は
一
般
に
「
メ
ヲ
」
で
あ
る
こ
と
と
本
文
漢
字
の
順

序
と
の
整
合
と
る
た
め
本
書
で
は
敢
え
て
「
ヲ
ト
コ
ヲ
オ
ン
ナ
」
と
二
語

に
訓
ん
だ
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
二
文
字
熟
語
の
訓
読
に
関
連
し
て
、

四
神
出
生
章
一
書
第
ニ

　
　
　
　
シ
ラ
ス
ヘ
キ
　
ア
メ
ノ
シ
タ

　
［
本
書
］
　
御
レ
　
宙
　
　
（
乾
冊
・
一
二
丁
裏
四
行
）

　
　
　
　
　
シ
ラ
ス
ヘ
キ
ア
メ
ノ
シ
タ

　
［
寛
文
］
　
御
　
宙
　
　
（
巻
一
・
九
丁
裏
四
行
）

の
よ
う
な
例
も
あ
る
。

　
訓
読
に
充
て
ら
れ
る
語
自
体
の
相
違
と
し
て
は
、

四
神
出
生
章
一
書
第
六

　
［
本
書
］
　
臨
死
　
マ
カ
ル
ニ
ノ
ソ
ン
テ

　
［
寛
文
］
　
宇
土
　
マ
カ
ル
ニ
ヲ
ヨ
ン
テ

（
乾
冊
・
一
九
丁
表
五
行
）

（
落
丁
一
四
裏
二
行
）

〔
本
書
］
　
染
　
ソ
ム
（
乾
冊
・
二
一
丁
裏
四
行
）

［
寛
文
］
　
染
　
ソ
マ
ル
（
巻
一
・
一
六
丁
表
六
行
）

瑞
珠
盟
約
章
本
伝

　
［
本
書
］
　
元

　
［
寛
文
］
　
元

宝
鏡
開
始
章
本
伝

　
［
本
書
］
　
何
則

　
［
寛
文
］
　
何
則

モ
ト
ヨ
リ
（
乾
冊
・
二
九
丁
裏
六
行
）

ハ
ジ
メ
ヨ
リ
（
巻
一
・
二
二
表
五
行
）

イ
カ
ン
ト
ナ
レ
ハ
（
乾
冊
・
三
七
丁
表
一
行
）

イ
カ
ン
ト
ナ
ラ
バ
（
巻
一
・
二
七
丁
表
八
行
）

宝
剣
出
現
章
一
書
第
二

［
本
書
］
　
石
上

［
寛
文
］
　
石
上

天
孫
降
臨
章
本
伝

　
［
本
書
］
　
然
歎

　
［
寛
文
］
　
然
歎

イ
ソ
ノ
カ
ン
ノ
カ
ミ
ノ
ミ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
乾
干
・
五
一
丁
表
七
行
）

イ
ソ
ノ
カ
ン
ノ
ミ
ヤ
　
（
巻
一
・
三
七
丁
裏
七
行
）

シ
カ
ル
カ
　
（
坤
冊
・
三
丁
表
五
行
）

シ
カ
ル
ヤ
　
（
巻
二
・
二
丁
裏
四
行
）

［
本
書
］
　
叩
上
　
タ
カ
ム
ナ
サ
カ
　
（
坤
冊
・
三
丁
表
七
行
）

［
寛
文
］
　
胸
上
　
タ
カ
ム
ナ
サ
キ
　
（
巻
二
・
二
丁
裏
五
行
）

天
孫
降
臨
章
一
書
第
一
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［
本
書
］
　
我
　
ア
レ
　
（
坤
冊
・
一
一
丁
表
四
行
）

［
寛
文
］
　
我
　
ワ
レ
　
（
巻
二
・
八
丁
裏
｝
行
）

支
宮
遊
行
章
一
書
第
三

　
［
本
書
］
　
高
田
　
タ
カ
タ

　
［
寛
文
］
　
高
田
　
ア
ケ
タ

（
坤
冊
・
四
四
丁
裏
三
行
）

（
巻
二
・
三
二
丁
裏
七
行
）

な
ど
の
例
が
あ
り
、
ま
た
い
わ
ゆ
る
助
字
類
の
扱
い
に
関
し
て
、

宝
鏡
開
始
章
一
書
第
三

　
［
本
書
］
　
子
レ
時
二
　
（
乾
冊
・
四
四
丁
裏
一
行
）

　
［
寛
文
］
　
干
熱
時
　
（
巻
一
・
三
二
丁
裏
七
行
）

な
ど
の
例
が
あ
る
。

　
「
染
」
字
の
「
ソ
ム
」
「
ソ
マ
ル
」
な
ど
は
、
加
点
者
の
意
図
と
本
文
の

記
述
内
容
と
の
関
わ
り
の
反
映
と
も
考
え
ら
れ
な
お
興
味
深
く
、
ま
た
文

末
の
「
歎
」
字
を
「
カ
」
と
す
る
か
「
ヤ
」
と
す
る
か
の
差
異
も
な
お
慎

重
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な
ど
、
問
題
は
残
る
が
、
全
体
と
し
て
見

た
場
合
、
本
書
の
加
点
は
寛
文
九
年
版
本
に
ご
く
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と

は
確
か
で
あ
る
。

ま
と
め
と
展
望

　
今
般
版
本
『
加
美
豫
能
真
起
』
を
調
査
し
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ

ま
で
不
詳
と
し
て
き
た
同
版
の
『
無
刊
記
七
行
本
』
と
併
せ
て
、
日
本
書

紀
神
代
巻
諸
伝
本
の
中
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
本

書
の
本
文
お
よ
び
訓
点
は
、
寛
文
九
年
版
本
の
そ
れ
に
ご
く
近
い
も
の
で

あ
っ
て
、
文
字
詰
め
行
詰
め
が
書
き
込
み
を
意
図
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
本
文
や
訓
点
か
ら
そ
の
証
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

　
今
後
は
な
お
、
『
加
美
豫
能
真
起
』
『
無
刊
記
七
行
本
』
に
見
え
る
書
き

込
み
・
付
箋
類
の
記
述
を
精
査
し
、
他
の
藍
本
に
見
え
る
そ
れ
ら
、
及
び

本
文
か
ら
独
立
し
て
記
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
注
釈
類
の
記
述
と
比
較
検
討
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
書
き
込
み
」
と
い
う
行
為
と
、
加
点
、
注
釈
と
い

う
行
為
の
相
互
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

注

（
1
）
　
放
送
大
学
研
究
年
報
第
十
九
号
（
平
成
十
四
年
三
月
）

（
2
）
　
杉
浦
克
己
「
江
戸
時
代
の
日
本
書
紀
訓
読
に
つ
い
て
一
神
代
巻
の

　
　
敬
語
表
現
を
中
心
と
し
て
一
」
（
訓
点
語
学
会
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』

　
第
八
五
輯
・
平
成
二
年
）

（
3
）
　
杉
浦
克
己
『
六
種
対
照
日
本
書
紀
神
代
巻
和
訓
研
究
索
引
』
（
平
成

　
　
七
年
・
武
蔵
野
書
院
）

（
4
）
　
こ
の
外
題
の
表
記
に
は
な
お
疑
問
が
残
る
。
少
な
く
と
も
こ
れ
が

　
上
代
か
ら
あ
っ
た
名
称
と
は
考
え
に
く
い
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
例
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え
ば
「
真
起
」
の
「
起
」
字
は
、
上
代
文
献
を
見
る
限
り
万
葉
仮
名
と

　
　
し
て
の
用
例
が
な
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
「
真
起
」
を
「
巻
」
の
訓
読
み

　
　
「
ま
き
」
の
万
葉
仮
名
表
記
と
考
え
る
と
、
「
き
」
に
は
甲
類
の
仮
名
が

　
推
定
さ
れ
る
（
力
行
四
段
動
詞
の
連
用
形
名
詞
用
法
）
。
し
か
し
「
起
」

　
字
は
そ
の
韻
か
ら
推
す
限
り
甲
類
の
仮
名
と
は
考
え
に
く
い
。
従
っ

　
　
て
こ
れ
は
後
世
の
表
記
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
こ
の
こ

　
と
が
直
接
、
上
代
に
お
け
る
「
カ
ミ
ョ
ノ
マ
キ
」
と
い
う
名
称
の
存

　
在
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
「
起
」
字
を
字
母
漢
字
と
す
る

　
　
「
き
」
平
仮
名
は
比
較
的
広
く
用
い
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら
す

　
　
れ
ば
、
万
葉
仮
名
と
し
て
の
「
起
」
字
の
存
在
も
想
定
で
き
る
。
さ
ら

　
　
に
「
起
」
宇
自
体
の
韻
に
も
考
慮
す
べ
き
点
が
多
く
、
上
代
の
日
本
語

　
　
の
音
韻
と
の
関
わ
り
は
な
お
慎
重
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
れ

　
　
ら
の
こ
と
か
ら
、
敢
え
て
補
注
と
し
て
述
べ
る
に
と
ど
め
た
。

（
5
）
　
例
え
ば
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
『
校
本
臼
本
書
紀
』
（
昭
和

　
　
五
一
年
・
角
川
書
店
）
は
底
本
に
寛
文
版
本
を
置
い
て
本
文
の
校
異
、

　
　
訓
点
の
差
異
を
示
し
て
い
る
。

（
6
）
　
前
掲
（
3
）
書
及
び
そ
の
後
の
い
く
つ
か
の
小
考
。

（
7
）
　
前
掲
（
3
）
書
及
び
そ
の
後
の
い
く
つ
か
の
小
考
。

（
8
）
　
「
遂
」
字
を
「
ツ
イ
ニ
」
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
加
点
者
は
、

　
　
歴
史
的
仮
名
遣
い
に
合
致
す
る
と
見
て
い
た
、
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
（
字
音
「
ツ
イ
」
由
来
。
た
だ
し
他
語
句
の
訓
読
か
ら
見
て
、
字
音

　
　
そ
の
も
の
と
認
識
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
が
。
）
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A　phigelogieai　study　on　Kamiyonomalki

Katsurni　SUGIURA

Abstraet

　　Kamiyonomaki　is　an　unrecorded　printed　text　of　the　first　two　books　of

Nihonshoki，　published　in　the　latter　of　Edo　period．

　　The　format　in　page－effect　of　kamiyonomaki　was　unlike　other　printed　texts

of　Nihonshoki　or　Chinese　classics　in　Edo　period．　This　book　was　written　seven

lines　to　the　page，　with　plenty　space　between　lines．　This　format　was　designed

for　the　interline　annQtations　or　diacritics　different　from　printed　ones．

　　The　printed　text　characters　and　diacritics　in　this　book　bear　resemblance　to

Kanbunhanpon　which　is　a　popular　edition　of　Nihonshoki　in　Edo　period．

Therefore，　this　book　was　written　on　the　model　of　Nihonshoki，　similarly　to　the

other　printed　books　of　Nihonnshoki　in　Edo　period　for　the　most．

　　It　remains　to　be　proved　that　the　printed　format　of　this　book　influenced　on

the　interline　notes　on　this　book，　and　the　variants．


